
子供一人一人が自らの可能性を発揮する学びの実現に向けて
リーディングDX事業 はじめの一歩、実践事例

鹿児島大学教育学部代用附属

鹿 児 島 市 立 田 上 小 学 校

通常学級
１，２，４，５，６年：３学級

３年：２学級
特別支援学級
知：３学級 自：３学級 肢：１学級
病：１学級 職員数：計47人



鹿児島大学教育学部代用附属  鹿児島市立 田上小学校

職員が相互に研鑽錬磨する伝統的気風を継承し，
教育理論の探究と教育実践の深化に不断の努力を続ける
～「子供の姿」で研究の成果を見せる・実践的な研究の推進～

子供は，学び
をどのように振
り返り，次の学
びにつなぐか。

教師は，子供
の姿をどのよう
に見取り，指導
に生かすか。

「問い」づくり
「学習課題」の作成

問題解決の過程を
振り返ることが
できるノート

学びのあしあと
シートの活用

国語科 算数科

社会科

検証方法の
全体共有

理科

外国語科図画工作科

子供の実態把握と
指導や手立ての工夫

成長課題を
踏まえた活動

特別の教科
道徳

前年度の授業実践
分析・振り返り

特別支援教育

１単位時間ごとの
個別の指導目標の設定子供と共に授業を創る

「資質・能力」
の共有

学びの
「見える化」

評価
コミュニケーション

学びの
「見える化」



学習者主体の授業を目指した学習指導の推進

研究態勢を維持しつつ業務改善を図り，

研究内容の充実と効率のよい校務運営に努める

国語科生活科

理科

音楽科 外国語科

社会科 特別の教科
道徳

特別支援教育

三主任会

授業研究会公開研究会 全員参観授業

P Ⅾ

CA

学年主任会

学年会

子供の姿から授業を見つめる



個々の興味・関心に応じて，
資質・能力を高め，
働かせながら
主体的に学びに向かう子供

子供一人一人が自らの可能性を発揮する学びの実現

R５～ 研究テーマ（案）

主体的・対話的に
学びを広げたり，深めたり
しながら，確かな学力を
身に付けている子供

多様な他者と考えを
組み合わせ，協働しながら，
よりよい学びを
生み出すことができる子供



学習者主体の授業の実現に向けて
試行錯誤をしながら【国語科】

２０１８

２０２３



学習者主体の授業の実現に向けて
試行錯誤をしながら【国語科】

２０１８

２０２３

「問い」づくり「学習課題」



DXに向けて 試行錯誤をしながら
（デジタル・アナログのバランス）

言語活動の成果物
（デジタル）

振り返り
（アナログ）

振り返り
（デジタル）

今
回
は
、
プ
レ
ゼ
ン
を
発
表
を
し
ま
し
た
。

発
表
す
る
と
き
、
私
は
、
声
の
大
き
さ
や
し
ぐ

さ
に
気
を
つ
け
て
発
表
を
す
る
と
い
う
目
標
を
立

て
ま
し
た
。
で
も
、
声
の
大
き
さ
は
自
分
で
も
で

き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
し
ぐ
さ
が
全
然
で
き

な
か
っ
た
の
で
、
次
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
し
ぐ
さ
な
ど
に
気
を
つ
け
て
し
た
い
で
す
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
○
○
さ
ん
た
ち
の

グ
ル
ー
プ
が
よ
か
っ
た
で
す
。
良
か
っ
た
と
こ
ろ

は
、
大
事
な
部
分
に
色
が
つ
い
て
い
て
分
か
り
や

す
く
、
提
案
の
内
容
が
持
続
可
能
な
も
の
だ
っ
た

こ
と
で
す
。
で
も
、
写
真
が
小
さ
か
っ
た
と
こ
ろ

が
あ
っ
た
の
で
そ
こ
を
改
善
す
る
と
よ
り
良
い
プ

レ
ゼ
ン
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。



６年生国語科
「具体的な事実や考えをもとに、

提案する文章を書こう」

子供一人一人の
提案内容に対する
自分や他者の思いや願いが，
より伝わるには…

相手意識が向上するには

読み合う（共有）過程で，
子供がより主体的になるには…



６年生国語科
「具体的な事実や考えをもとに、

提案する文章を書こう」

1⃣

身
の
回
り
に
あ
る
問
題
に
つ
い
て
考

え
る
。

2⃣

提
案
の
た
め
の
資
料
を
集
め
る
。

3⃣

提
案
す
る
文
章
の
構
成
を
考
え
る
。

4⃣

提
案
す
る
文
章
を
書
く
。

5⃣

読
み
合
っ
て
、
感
想
を
伝
え
る
。



６年生国語科
「具体的な事実や考えをもとに、

提案する文章を書こう」

◎筋道の通った文章となるように，文章全体の構成や展開を考えることができる。（思・判・表B(1)イ）
○文章の構成や展開，文章の種類とその特徴について理解することができる。（知・技(1)カ）
○目的や意図に応じて，感じたことや考えたことなどから書くことを選び，集めた材料を分類したり関係づけ
たりして，伝えたいことを明確にすることができる。（思・判・表B(1)ア）
○目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事実と感想，意見とを区別して書いたり
するなど，自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができる。（思・判・表B(1)ウ）
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Power
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６年生国語科
「具体的な事実や考えをもとに、

提案する文章を書こう」

子供一人一人が

目的を意識して根拠をもちながら，
提案テーマ・学習形態・アプリを選ぶ

Word Power
Point

Teams
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６年生国語科
「具体的な事実や考えをもとに、

提案する文章を書こう」

目的を意識して根拠をもちながら，
提案テーマ・学習形態・アプリを選ぶ

情報収集（学校図書館・インターネット・インタビュー）

情報共有・情報の整理・提案資料の作成



６年生国語科
「具体的な事実や考えをもとに、

提案する文章を書こう」

目的を意識して根拠をもちながら，
提案テーマ・学習形態・アプリを選ぶ

発表人数も自分たちで決める
（一人で，２～３人で）
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６年生国語科
「具体的な事実や考えをもとに、

提案する文章を書こう」

目的を意識して根拠をもちながら，
提案テーマ・学習形態・アプリを選ぶ

他者の発表内容を捉えたり，
アプリの選択の意図を推し量ったりする

発表者一覧と
発表内容のメモ

（紙）

自分の端末から
Teamsにアクセスして

提案資料を確認
Word

Power
Point

Teams



６年生国語科
「具体的な事実や考えをもとに、

提案する文章を書こう」

目的を意識して根拠をもちながら，
提案テーマ・学習形態・アプリを選ぶ

他者の発表内容を捉えたり，
アプリの選択の意図を推し量ったりする

全体交流前に視点を示す

友達の提案について、感
想を述べなさい。
友達が使用したアプリに

ついて、あなたの考えを述
べなさい。
ただし、発表内容と関連

付けなさい。

視点に沿って，交流をする。

Word

Power
Point

Teams



６年生国語科
「具体的な事実や考えをもとに、

提案する文章を書こう」

目的を意識して根拠をもちながら，
提案テーマ・学習形態・アプリを選ぶ

他者の発表内容を捉えて，アプリの選択
の意図を推し量ったり聞いたりする

Word



６年生国語科
「具体的な事実や考えをもとに、

提案する文章を書こう」

目的を意識して根拠をもちながら，
提案テーマ・学習形態・アプリを選ぶ
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６年生国語科
「具体的な事実や考えをもとに、

提案する文章を書こう」

目的を意識して根拠をもちながら，
提案テーマ・学習形態・アプリを選ぶ

他者の発表内容を捉えて，アプリの選択
の意図を推し量ったり聞いたりする

今
回
の
発
表
ま
で
に
、
家
で
た

く
さ
ん
の
練
習
を
重
ね
て
き
た
。

自
分
で
考
え
て
、
内
容
を
わ
か
り

や
す
く
す
る
た
め
に
、
は
じ
め
と

ま
と
め
以
外
の
画
面
切
り
替
え
を

そ
ろ
え
た
り
、
地
球
温
暖
化
に
つ

い
て
詳
し
く
説
明
す
る
な
ど
、
自

分
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
他
の
人

は
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
か

注
意
し
て
、
ス
ラ
イ
ド
と
台
本
を

編
集
し
た
。

発
表
で
興
味
深
か
っ
た
の
は

○
○
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
だ
。
○
○

さ
ん
は
み
ん
な
と
同
じ
「pow

er
point

」
で
は
な
く
「wo

rd
」
を

使
っ
て
、
紙
と
デ
ジ
タ
ル
機
器
の

使
い
分
け
に
つ
い
て
発
表
を
し
て

い
た
。
だ
が
ス
ラ
イ
ド
は
キ
ー

ワ
ー
ド
を
絞
っ
た
も
の
で
は
な

く
、
そ
の
ま
ま
プ
リ
ン
ト
の
よ
う

に
ま
と
め
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
れ

は
、
元
は
プ
リ
ン
ト
と
し
て
配
ろ

う
と
し
て
い
た
が
、
テ
ー
マ
と
合

わ
せ
て
デ
ジ
タ
ル
で
編
集
し
た

○
○
さ
ん
の
計
ら
い
だ
っ
た
。

テ
ー
マ
と
発
表
の
仕
方
を
結
び
つ

け
て
聴
く
人
の
心
を
掴
む
の
は
と

て
も
す
ご
い
と
思
っ
た
。



６年生国語科
「具体的な事実や考えをもとに、

提案する文章を書こう」

目的を意識して根拠をもちながら，
提案テーマ・学習形態・アプリを選ぶ

他者の発表内容を捉えて，アプリの選択
の意図を推し量ったり聞いたりする

今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
の
発
表
で
、

画
面
の
切
り
替
え
も
大
切
な
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。
画
面
の
切
り

替
え
で
こ
だ
わ
り
た
い
人
も
い
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
は
、

分
か
る
け
ど
、
自
分
の
こ
だ
わ
り

よ
り
も
発
表
を
聞
く
人
の
こ
と
を

考
え
て
作
成
す
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
し
た
。
私
は
、
学
習
支

援
ツ
ー
ル
で
プ
レ
ゼ
ン
を
作
成
し

た
が
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
作
成

し
て
い
た
人
の
を
見
て
、
次
に
プ

レ
ゼ
ン
を
作
成
す
る
と
き
は
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
も
作
成
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
今
回
の
授
業
を
通
し
て

気
づ
い
た
こ
と
が
、
一
つ
あ
っ

た
。そ

れ
は
、
○
○
○
さ
ん
も
言
っ

て
い
た
『
ア
プ
リ
の
選
択
』
だ
。

今
回
は
学
習
支
援
ツ
ー
ル
・
ワ
ー

ド
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
三
つ
が

あ
っ
た
が
、
ど
れ
を
選
ぶ
か
に

よ
っ
て
ど
ん
な
事
を
相
手
に
伝
え

た
い
の
か
と
い
う
印
象
が
だ
い
ぶ

変
わ
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
そ
の

ア
プ
リ
で
ど
う
い
う
こ
と
を
み
ん

な
に
伝
え
た
い
の
か
、
分
か
っ
て

も
ら
い
た
い
の
か
と
い
う
気
持
ち

が
深
く
伝
わ
っ
て
く
る
か
ら
だ
。



子供一人一人が自らの可能性を発揮する学びの実現に向けて
リーディングDX事業 はじめの一歩、実践事例



特別支援教育での取組



日常的な授業
（特別支援学級）

○ タブレット端末を用いて，学びを豊かにする
→ 子供がいつでも自分ができるようになったことを記録・保存・再生し，
学びの自覚化を促す。



日常的な授業
（特別支援学級）

○ 自分で決めた目標を、定期的にGoogle form
で振り返る。
→ ・ イラストなどを入れて、視覚的にも考慮

・ 判断基準は、子供自身が決める
・ 段階やタイミングは子供の個々の実態に
合ったものにしている（カスタマイズ可能）。
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